
2004年出土の木簡

静
岡
・大
蒲
村
東

Ｉ
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
静
岡
県
浜
松
市
大
蒲
町
村
東

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
四
年

（平
１６
）
一
月
―
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
⑫
浜
松
市
文
化
協
会

・
浜
松
市
博
物
館

４
　
調
査
担
当
者
　
鈴
木
彼
則

・
鈴
木
　
靖

・
白
井
秀
明

５
　
遺
跡
の
種
類
　
官
衛
関
連
遺
跡

。
自
然
流
路

６
　
遺
跡
の
年
代
　
七
世
紀
１
人
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

大
蒲
村
東
Ｉ
遺
跡
は
、
浜
松
市
東
部
に
位
置
し
、
天
竜
川
が
形
成
し
た
沖
積

平
野
の
微
高
地
上
に
立
地
す
る
。
遺
跡
の
北
方
三
〇
〇
ｍ
に
は
礎
石
と
白
鳳
期

の
瓦
が
出
土
し
た
木
船
遺
跡
が

あ
る
。
木
船
遺
跡
は
、
古
代
に

お
け
る
遠
江
国
長
田

（後
の
長

上
）
郡
衛
の
候
補
地
の

一
つ
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。

今
回
の
調
査
で
は
、
埋
没
河

川
の
東
岸
を
検
出
し
た
。
出
土

し
た
遺
物
は
、
木
簡
五
点
の
ほ

か
、
曲
物

・
箱
物

・
案

・
沓

。

斎
串

。
人
形

。
馬
形

・
舟
形

・
掛
矢

・
大
足

・
鎌
柄

。
歳
枢
な
ど
の
多
く
の
木

製
品
と
土
器
が
あ
る
。
木
製
品
で
は
曲
物
が
最
も
多
く
、
そ
の
中
で
も
長
軸
が

六
〇
印
を
越
え
る
大
型
の
折
敷
と
考
え
ら
れ
る
楕
円
形
曲
物
が
多
い
。
ま
た
遺

跡
の
性
格
を
考
え
る
上
で
、
木
沓
の
出
土
も
注
目
さ
れ
る
。

遺
物
は
河
川
の
堆
積
層
と
、
そ
の
埋
没
後
の
投
棄
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
上
層

か
ら
出
土
し
た
。
こ
の
う
ち
、
木
簡
を
含
む
木
製
品
は
堆
積
層
か
ら
の
出
上
で
、

こ
の
層
の
下
部
に
共
伴
す
る
土
器
は
七
世
紀
末
か
ら
人
世
紀
前
期
ま
で
の
年
代

を
示
す
。
こ
れ
に
対
し
、
上
層
の
土
器
は
人
世
紀
後
期
の
も
の
で
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容
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物
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□
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呂
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名
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十
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六
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□
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⑤

　

　

「
土
寸
」

（刻
圭
ｅ
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

耐
解駕
×
価
∞

８
Ｐ

い
は
ヒ
ノ
キ
の
板
材
で
、
表
面
は
丁
寧
に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
墨
の
残
り

は
極
め
て
良
い
。
大
税
を
給
す
る
と
あ
る
の
で
、
公
出
挙
に
関
わ
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
「耳
」
は
助
詞
の

「
に
」
で
、
春
に

一
〇
束
、
夏
に
四
束
を
支
給

し
た
と
解
さ
れ
る
。
「大
税
」
の
表
記
か
ら
、
木
簡
の
年
代
は
天
平
六
年

（七

三
四
）
の
官
稲
混
合
以
前
の
人
世
紀
前
半
と
推
定
さ
れ
る
。
裏
面
は
、
戸
主
で

あ
る
物
部
水
麻
呂
の
名
義
で
、
（春
に
）

一
〇
東
、
夏
に
六
束
を
支
給
す
る
と

い
っ
た
意
味
で
、
こ
れ
も
表
面
と
同
様
に
出
挙
の
貸
付
に
関
わ
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
「名
附
」
は
名
義
と
解
し
た
が
、
用
例
は
現
在
知
ら
れ
て
い
な
い
。

あ
る
い
は
同
種
の
木
簡
が
複
数
枚
作
成
さ
れ
、
帳
簿
状
の
機
能
を
果
た
し
た
の

か
も
し
れ
な
い
。

②
は
ヒ
ノ
キ
材
で
、
上
端
は
九
く
削
ら
れ
、
下
半
は
折
れ
て
い
る
。
上
半
は

薄
く
削
ら
れ
、
上
端
は
厚
さ
が
わ
ず
か

一
ｍｍ
し
か
な
い
。
「駅
下
稲
」
は
、
駅

に
下
す
稲
と
み
る
か
、
も
し
く
は
駅
を
逼
営
す
る
財
源
と
し
て
の
駅
起
稲
の
可

能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
続
く
部
分
は
墨
痕
が
薄
く
判
然
と
し
な
い
が
、

「九
年
」
と
読
め
る
と
す
る
と
、
人
世
紀
前
半
で
概
当
す
る
年
号
は
天
平
の
み

で
、
七
三
七
年
と
な
る
。
裏
面
は
上
部
に

「合
百
束
」
と
書
か
れ
て
い
る
が
、

下
半
は
削
り
残
り
と
考
え
ら
れ
る
墨
痕
が
付
い
て
い
る
だ
け
で
、
文
字
を
読
み

取
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
お
、
当
遺
跡
が
所
在
す
る
古
代
長
田
郡
内
に
は
、

駅
の
存
在
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
『延
喜
兵
部
式
』
に
よ
る
と
、
西
は
栗
原
駅

（伊
場
遺
跡
）
で
、
東
は
国
府
周
辺
に
推
定
さ
れ
て
い
る
□
摩
駅
で
あ
る
。
当

地
区
は
両
駅
の
ほ
ぼ
中
間
で
、
天
竜
川
の
渡
河
点
に
あ
た
る
。

③
は
ヒ
ノ
キ
の
板
材
で
、
下
端
は
欠
損
し
、
中
央
で
折
れ
て
い
る
。
文
字
が

書
か
れ
た
表
面
は
ひ
び
割
れ
て
劣
化
が
進
み
墨
は
全
て
流
れ
落
ち
て
お
り
、
文

字
の
跡
が
白
く
わ
ず
か
に
浮
き
上
が
っ
て
残
存
し
て
い
る
。
裏
面
は
丁
寧
に
加

工
さ
れ
て
い
る
。
日
付
十

「記
」
で
始
ま
る
の
は
、
大
宝
令
施
行
以
前
に
み
ら

れ
る
書
式
で
、
十
二
月
の
上
の
文
字
が

「年
」
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
上
に

は
干
支
が
書
か
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
「大
□
□
」
に
つ
い
て
は
、
人
名

の
可
能
性
が
あ
る
。
「十
五
東
」
は
稲
十
五
束
の
こ
と
か
。
「定
田
」
の
下
の
文

字
は
数
字
も
し
く
は

「事
」
の
可
能
性
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
①
ｌ
③
は
、
七
世
紀
末
期
か
ら
人
世
紀
前
期
に
か
け
て
、
遺

跡
周
辺
で
稲
の
管
理
が
継
続
的
に
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
、
古
代
長

田
評

（郡
）
の
官
行
に
関
わ
る
木
簡
と
み
ら
れ
る
。

い
は
さ
れ
い
に
加
工
さ
れ
た
ヒ
ノ
キ
の
板
材
で
あ
る
が
、
両
側
面
と
下
端
が

欠
損
し
て
い
る
。
文
字
は
読
み
取
れ
な
い
が
、
数
文
字
分
存
在
す
る
。

働
は
曲
物
の
底
板
に
線
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
奈
良
文
化
財
研
究
所
の
渡
辺
晃
宏
氏
、
山
本
崇

氏
、
馬
場
基
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

⑪
浜
松
市
文
化
協
会

『大
蒲
村
東
Ｉ

。
Ⅲ
遺
跡
』
全
一〇
〇
四
年
）（鈴
木
敏
則
）




